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本
紙
が
受
賞
し
た感

謝
状

こ
れ
は
今
ま
で
光
が
丘
新
聞
を
応
援
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た

ス
ポ
ン
サ
ー
と
読
者
の
皆
さ
ま
方
の
お
陰
で
す
。
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

光
が
丘
新
聞
社
　
ス
タ
ッ
フ
一
同



…
…
先
日
、
次
の
よ
う
な

記
事
が
目
に
留
ま
り
ま
し
た
。

「
育
て
る
」
は
ロ
ー
マ
字

で
「
Ｓ
Ｏ
Ｄ
Ａ
Ｔ
Ｅ
Ｒ
Ｕ
」。

頭
文
字
の
「
Ｓ
を
と
っ
て
み

て
」
と
。「
Ｏ
Ｄ
Ａ
Ｔ
Ｅ
Ｒ
Ｕ

（
お
だ
て
る
）」
に
…
も
ち
ろ

ん
、
甘
や
か
す
こ
と
で
は
な

い
。
子
供
た
ち
の
や
る
気
が

出
る
よ
う
に
褒
め
、
可
能
性

を
伸
ば
し
て
い
く
こ
と
が
大

切
で
す
。

お
だ
て
る
（
煽
て
る
）
を

辞
書
で
引
く
と
「
あ
る
こ
と

を
さ
せ
よ
う
と
い
う
意
図
を

も
っ
て
、
人
を
盛
ん
に
褒
め

て
い
い
気
に
さ
せ
る
」
と
あ

り
ま
し
た
。

研
究
所
の
報
告
に
よ
れ
ば
、

褒
め
ら
れ
る
と
金
銭
報
酬
を

得
た
と
き
と
同
じ
脳
の
部
位

が
活
性
化
す
る
そ
う
で
す
。

褒
め
言
葉
は
、
目
に
見
え
る

贈
り
物
に
等
し
い
の
で
す
。

ま
た
、
運
動
機
能
も
誉
め
る

こ
と
に
よ
り
上
手
に
習
得
で

き
る
こ
と
が
成
人
の
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
実
験
で
証
明
さ
れ
て

い
ま
す
。
誉
め
れ
ば
伸
び
る

と
よ
く
言
い
ま
す
が
上
記
の

よ
う
な
結
果
が
証
明
し
て
い

る
の
で
す
。

誉
め
方
に
も
様
々
あ
り
ま

す
。
①
す
ぐ
に
誉
め
る
結
果

よ
り
過
程
を
誉
め
る
③
他
者

と
比
較
し
な
い
…
な
ど
が
挙

げ
ら
れ
る
と
思
い
ま
す
。
人

は
「
見
よ
う
と
す
る
も
の
し

か
見
な
い
」
と
言
わ
れ
ま
す
。

忙
し
く
な
る
と
見
え
る
も
の

が
少
な
く
な
り
ま
す
。
私
た

ち
大
人
が
、
子
供
と
向
き
合

う
時
間
を
意
図
的
に
つ
く
っ

て
見
守
る
努
力
を
怠
ら
な
い

よ
う
に
し
て
い
く
こ
と
が
大

切
だ
と
思
い
ま
す
。

夏
季
休
業
中
は
、
学
校
の

勉
強
以
外
の
こ
と
を
学
ぶ
機

会
と
も
な
り
ま
す
。
地
域
的

な
行
事
や
伝
統
的
な
催
し
に

参
加
し
た
り
、
地
元
か
ら
離

れ
て
地
方
へ
旅
行
し
た
り
す

る
機
会
も
多
く
な
る
こ
と
で

し
ょ
う
。
ぜ
ひ
、
親
子
の
絆

を
深
め
る
と
と
も
に
、
親
戚

や
地
方
の
方
々
と
の
交
流
も

深
め
、
お
子
さ
ん
の
良
さ
を

更
に
発
見
し
、
誉
め
て
自
信

を
付
け
さ
せ
て
く
だ
さ
い
。

そ
し
て
、
９
月
１
日
に
は
、

一
歩
も
二
歩
も
成
長
し
た
子

供
た
ち
と
出
会
え
る
こ
と
を

楽
し
み
に
し
た
い
と
思
い
ま

す
。

し
の
児
童
も
大
勢
い
ま
し
た
。

始
ま
り
で
は
お
し
ゃ
べ
り
が

目
立
ち
ま
し
た
が
、
友
情
や

信
じ
る
心
を
テ
ー
マ
に
し
た

内
容
に
次
第
に
見
入
っ
て
い

き
ま
し
た
。
公
共
交
通
の
利

用
の
仕
方
や
観
劇
の
マ
ナ
ー

等
を
学
ぶ
良
い
機
会
と
な
り

ま
し
た
。

【
こ
ど
も
家
庭
庁
大
臣
が

ね
り
っ
こ
学
童
を
視
察
さ
れ

ま
し
た
】

６
月
28
日
（
水
）
に
、
こ

ど
も
家
庭
庁
の
小
倉
將
信
大

臣
が
春
風
小
ね
り
っ
こ
学
童

を
視
察
さ
れ
ま
し
た
。
練
馬

区
が
待
機
児
童
の
削
減
や
放

課
後
の
居
場
所
作
り
に
積
極

的
に
取
り
組
ん
で
い
る
こ
と
。

春
風
小
の
学
校
施
設
を
有
効

利
用
し
て
い
る
こ
と
が
評
価

さ
れ
て
の
視
察
と
な
り
ま
し

た
。【

秋
の
陽
ま
つ
り
】

６
月
13
日
（
火
）
に
、
秋

の
陽
ま
つ
り
を
実
施
し
ま
し

た
。
８
日
（
木
）
の
宣
伝
集

会
で
、
各
学
級
の
店
が
紹
介

さ
れ
て
い
た
の
で
、
こ
の
日

を
み
ん
な
楽
し
み
に
し
て
い

ま
し
た
。

各
学
級
、
い
ろ
い
ろ
な
意

見
を
出
し
合
っ
て
話
合
い
を

し
た
り
、
み
ん
な
で
協
力
し

て
準
備
を
し
た
り
し
て
本
番

を
迎
え
ま
し
た
。
お
店
の
遊

び
を
通
し
て
異
学
年
と
の
交

流
が
で
き
、
笑
顔
あ
ふ
れ
る

時
間
に
な
り
ま
し
た
。
１
年

生
は
お
客
さ
ん
と
し
て
お
店

を
回
り
、
秋
の
陽
ま
つ
り
を

楽
し
み
ま
し
た
。

【
校
外
学
習
　
２
年
生
】

６
月
30
日
（
金
）
天
気
が

危
ぶ
ま
れ
ま
し
た
が
ほ
と
ん

ど
雨
が
降
る
こ
と
も
な
く
、

事
前
の
学
習
を
活
か
し
て
校

外
学
習
を
進
め
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
鎌
倉
の
街
を
満

喫
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

２
年
生
は
、
校
外
学
習
の
他

に
も
、
情
報
モ
ラ
ル
教
室
や

オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
鑑
賞
教
室
も

行
い
、
イ
ベ
ン
ト
の
多
い
６

月
と
な
り
ま
し
た
。

【
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部
】

◇
夏
季
総
合
体
育
大
会
練

馬
大
会

女
子
　
第
５
位
（
ブ
ロ
ッ

ク
大
会
出
場
）

◇
夏
季
総
合
体
育
大
会
第

三
ブ
ロ
ッ
ク
大
会

女
子
　
第
５
位
（
都
大
会

出
場
決
定
）

【
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
部
】

◇
第
61
回
練
馬
区
中
学
校

生
徒
総
合
体
育
大
会

男
子
団
体
　
準
優
勝
（
ブ

ロ
ッ
ク
大
会
出
場
決
定
）

女
子
団
体
　
第
５
位

男
子
シ
ン
グ
ル
ス
　
第
１

位
（
ブ
ロ
ッ
ク
大
会
出
場
決

定
）男

子
ダ
ブ
ル
ス
　
第
２
位

（
ブ
ロ
ッ
ク
大
会
出
場
決
定
）

【
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部
】

◇
夏
季
総
合
体
育
大
会
練

馬
区
大
会

女
子
団
体
　
第
５
位
（
都

大
会
出
場
決
定
）

【
情
報
モ
ラ
ル
講
習
会
】

６
月
10
日
　
講
師
　
石
徹

白
未
亜
さ
ん
（
ラ
イ
タ
ー
）

２
校
時
目
は
２
年
生
対
象
、

３
校
時
目
は
保
護
者
対
象
に

情
報
モ
ラ
ル
講
習
会
を
行
い

ま
し
た
。
ス
マ
ホ
や
Ｐ
Ｃ
を

扱
う
際
の
注
意
事
項
か
ら
始

ま
り
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
ツ
ー
ル
と
し
て
使
用
す
る

た
め
の
モ
ラ
ル
を
、
具
体
例

を
挙
げ
な
が
ら
説
明
し
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
当
た
り
前

の
よ
う
に
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
手
に
す

る
今
の
時
代
。
興
味
本
位
で

安
易
に
使
用
し
て
い
る
と
、

取
り
返
し
の
つ
か
な
い
事
態

に
な
る
危
険
性
を
学
ぶ
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

【
野
球
部
】

◇
Ｎ
カ
ッ
プ
ス
プ
リ
ン
グ

リ
ー
グ
　
第
２
位

【
Ｊ
Ｏ
Ｃ
ジ
ュ
ニ
ア
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
カ
ッ
プ
全
日
本
ジ

ュ
ニ
ア
レ
ス
リ
ン
グ
選
手
権

大
会
】

◇
Ｕ
17
グ
レ
コ
ロ
ー
マ
ン

ス
タ
イ
ル
　
45
Kg
級
　

３
年
　
男
子
　
第
２
位

【
テ
ニ
ス
部
】

◇
第
61
回
練
馬
区
総
合
体

育
大
会
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
の
部

女
子
団
体
　
Ａ
リ
ー
グ
１

位
（
都
大
会
出
場
決
定
）

順

位
決
定
戦
で
第
４
位

【
男
子
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー

ル
部
】

◇
第
60
回
練
馬
区
立
中
学

校
生
徒
総
合
体
育
大
会

第
３
位
（
都
大
会
出
場
決

定
）【

女
子
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー

ル
部
】

◇
第
60
回
練
馬
区
立
中
学

校
生
徒
総
合
体
育
大
会

第
３
位

【
陸
上
競
技
部
】

◇
第
74
回
地
域
別
陸
上
競

技
大
会

男
子
西
部
低
学
年
４
×
１

０
０
ｍ

２
年
　
２
名
　
１

年
　
２
名
　
第
７
位

【
４
年
　
日
生
劇
場
観
劇
】

４
年
生
は
６
月
13
日
、
日

生
劇
場
60
周
年
を
記
念
し
た

日
生
名
作
シ
リ
ー
ズ
の
新
作

「
ジ
ャ
ッ
ク
・
オ
ー
ラ
ン
ド
〜

ユ
ー
リ
と
魔
物
の
笛
〜
」
を

観
て
き
ま
し
た
。
地
下
鉄
を

乗
り
継
ぎ
、
目
的
地
ま
で
行

く
と
い
う
体
験
が
初
め
て
、

ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
を
観
る
の
も

初
め
て
と
い
う
初
め
て
づ
く

蒸
し
暑
い
毎
日
が
続
き
、

本
格
的
な
夏
の
到
来
も
間
近

で
す
。
６
月
は
い
ろ
い
ろ
な

行
事
が
盛
り
だ
く
さ
ん
の
１

か
月
で
し
た
。
３
・
４
年
生

の
日
生
劇
場
、
６
年
生
の
こ

こ
ろ
の
劇
場
、
全
校
遠
足
、

５
・
６
年
生
の
車
い
す
ラ
グ

ビ
ー
ア
ジ
ア
オ
セ
ア
ニ
ア
チ

ャ
ン
ピ
オ
ン
シ
ッ
プ
観
戦
な

ど
普
段
味
わ
え
な
い
貴
重
な

体
験
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
プ
ロ
の
俳
優
の
琴
線

に
触
れ
る
演
技
や
、
歌
声
、

全
身
全
霊
で
取
り
組
む
ス
ポ

ー
ツ
選
手
の
気
迫
、
そ
し
て

異
学
年
で
交
流
す
る
中
か
ら

生
ま
れ
る
助
け
合
い
や
優
し

さ
ー
「
体
験
か
ら
学
ぶ
」「
体

験
を
通
し
て
感
性
が
豊
か
に

な
る
」
な
ど
の
言
葉
が
あ
る

よ
う
に
、
子
供
た
ち
は
学
校

内
だ
け
で
は
な
く
、
様
々
な

体
験
を
通
し
て
机
上
だ
け
で

は
学
ぶ
こ
と
の
で
き
な
い
大

き
な
力
を
体
得
し
て
い
ま
す
。

…
…

体

験

か

ら

学

ぶ

光
が
丘
第
八
小
学
校
　
校
長
　
世
古
　
徳
浩

学
習
や
活
動
・
活
躍

光
が
丘第

三
中
学
校

校
長
　
蓮
池
　
和
彦

光
が
丘第

一
中
学
校

校
長
　
豊
田
　
貴
志

誉
め
て
育
て
る

光
が
丘
夏
の
雲
小
学
校
　
校
長
　
宮
林
　
伸
之

光
が
丘

秋
の
陽
小
学
校

校
長
　
関
根
　
幸
男

光
が
丘第

二
中
学
校

校
長
　
山
田
　
美
鈴

光
が
丘

四
季
の
香
小
学
校

校
長
　
繁
田
　
幸
江

光
が
丘

春
の
風
小
学
校

校
長
　
内
木
　
勉



【
光
が
丘
地
区
区
民
館
】

◇
ベ
ー
ゴ
マ
の
日
＝
８
月

９
日
（
水
）
17
日
（
木
）
15

時
か
ら
　
対
象
児
童

◇
卓
球
の
日
＝
８
月
16
日

（
水
）
13
時
か
ら
16
時
30
分

対
象
　
児
童

◇
ベ
ー
ゴ
マ
大
会
＝
８
月

21
日
（
月
）
15
時
か
ら
16

時
　
対
象
　
児
童

◇
じ
ゃ
ば
ら
う
ち
わ
を
作

ろ
う
＝
８
月
23
日
（
水
）
15

時
〜
16
時
　
対
象
　
小
学
生
　

定
員
　
20
名

◇
マ
ジ
ッ
ク
シ
ョ
ー
　
８

月
29
日
（
火
）
15
時
〜
16

時
　
対
象
　
３
歳
児
か
ら
小

学
生
（
未
就
学
児
は
保
護
者

同
伴
）

定
員
　
60
名
　
申

込
　
８
月
８
日
よ
り

Tel
（
３
９
７
９
）
６
９
１
１

【
田
柄
地
区
区
民
館
】

◇
お
っ
と
お
と
の
実
験
だ

『
エ
コ
ー
マ
イ
ク
づ
く
り
』
＝

８
月
29
日
（
火
）
10
時
〜

11
時
　
対
象
　
小
学
生
　
定

員
　
20
名
　
要
申
込

◇
田
柄
え
ん
に
ち
＝
８
月

26
日
（
土
）
正
午
〜
14
時

Tel
（
３
９
２
６
）
４
９
３
２

【
旭
町
南
地
区
区
民
館
】

◇
人
形
劇
体
験
教
室
『
ビ

ニ
ー
ル
袋
人
形
』
＝
８
月
９

日
（
水
）
10
日
（
木
）
14
時

〜
15
時
　
対
象
　
小
学
１
年

〜
３
年
　
定
員
　
各
15
名
　

要
申
込
　

◇
夜
の
親
子
人
形
劇
鑑
賞

『
調
子
の
よ
い
神
さ
ま
』
＝
８

月
19
日
（
土
）
19
時
〜
20

時
　
対
象
　
４
歳
児
〜
小
学

生
と
保
護
者
　
定
員
　
20
組

要
申
込

◇
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
ア
ー
ト

の
キ
ー
ホ
ル
ダ
ー
作
り
＝
８

月
20
日
（
日
）
13
時
〜
16

時
　
対
象
　
幼
児
（
保
護
者

同
伴
）
小
学
生
　
定
員
　
20

名
　
当
日
受
付

◇
こ
ど
も
え
ん
に
ち
＝
８

月
26
日
（
土
）
13
時
〜
16

時
　
ゲ
ー
ム
模
擬
店
な
ど

Tel
（
３
９
２
６
）
４
９
７
１

【
光
が
丘
な
か
よ
し
児
童

館
】◇

ト
ラ
ン
ポ
リ
ン
に
挑

戦
＝
８
月
26
日
（
土
）
10
時

〜
11
時
30
分
　
対
象
　
３
歳

児
以
上

Tel
（
５
９
９
７
）
７
７
２
０

【
土
支
田
児
童
館
】

◇
缶
バ
ッ
ジ
を
つ
く
ろ

う
＝
８
月
22
日
（
火
）
①
10

時
30
分
〜
11
時
30
分
②
14

時
30
分
〜
16
時
30
分
　
対

象
①
未
就
学
児
と
保
護
者
②

小
学
生
以
上

Tel
（
３
９
２
５
）
４
７
８
４

【
春
日
町
青
少
年
館
】

◇
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
＝

８
月
７
日
（
月
）
９
日
（
水
）

14
日
（
月
）
16
日
（
水
）
15

時
15
分
〜
16
時
45
分
　

対
象
　
小
学
生
以
上
　
持
ち

物
　
上
履
き

◇
ヤ
ン
グ
ダ
ン
ス
講
座
＝

①
８
月
６
日
（
日
）
18
時
〜

20
時
②
29
日
（
火
）
19
時
〜

21
時
　
対
象
　
小
学
生
以
上

（
小
学
生
は
保
護
者
同
伴
）

定
員
　
①
50
名
　
②
25
名

Tel
（
３
９
９
８
）
５
３
４
１

９
月
21
日
は
世
界
ア
ル
ツ

ハ
イ
マ
ー
デ
イ
、
そ
の
日
に

あ
わ
せ
て
「
認
知
症
に
つ
い

て
知
ろ
う
」
サ
ポ
ー
タ
ー
養

成
講
座
と
「
と
う
き
ょ
う
認

知
症
希
望
大
使
」
や
家
族
へ

の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
聴
き
、

認
知
症
に
つ
い
て
学
ぶ
講
座

を
開
く
。
場
所
は
光
が
丘
区

民
セ
ン
タ
ー
２
階
集
会
洋
室

で
、
14
時
か
ら
16
時
ま
で
。

定
員
80
名
、
参
加
費
無
料
。

主
催
は
、
け
あ
ま
ね
ひ
ろ
ば

☆
ひ
か
り
。

申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
は
、

光
が
丘
南
地
域
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー
　
担
当
中
野

Tel
（
６
９
０
４
）
０
３
１
２

令
和
５
年
度
の
自
治
会

◇
会
長
＝
田
中
　
奨
◇
副

会
長
＝
飯
島
聖
宏
（
文
化
部
）

笠
井
一
登
（
広
報
部
）
菅

原
雅
樹
（
文
化
部
）
◇
事
務

局
＝
吉
田
秀
也
（
広
報
部
）

◇
会
計
＝
最
相
和
子
◇
幹

事
＝
種
村
悦
子
（
生
活
環
境

部
）

馬
場
　
孝
（
福
祉
部
）

山
本
茂
幸
　
大
井
正
五

（
生
活
環
境
部
）

納
富
　
進

（
防
犯
防
災
部
）

外
崎
純
子

（
文
化
部
）

川
島
昇
三
（
福

祉
部
）

中
田
智
子
（
防
犯

防
災
部
）

久
木
田
充
弘

（
福
祉
部
）

田
嶋
幸
雄
（
広

報
部
）

澤
田
智
子
（
住
宅

対
策
部
）
◇
会
計
監
査
＝
藤

崎
道
郎
（
生
活
環
境
部
）

本
部
六
郎
（
住
宅
対
策
部
）

 

 

 

７
月
初
旬
軽
井
沢
を
旅
行

し
、
早
朝
ホ
テ
ル
付
近
を
散

歩
し
て
い
た
ら
あ
の
有
名
な

大
賀
ホ
ー
ル
に
出
会
い
ま
し

た
。
音
楽
ホ
ー
ル
が
欲
し
い

軽
井
沢
町
民
の
願
望
に
応
え

ソ
ニ
ー
元
会
長
の
故
大
賀
典

雄
さ
ん
が
寄
贈
さ
れ
た
も
の

で
し
た
。
光
が
丘
の
Ｉ
Ｍ
Ａ

ホ
ー
ル
は
光
が
丘
の
開
発
に

合
せ
、
地
域
の
文
化
の
核
と

な
る
物
を
作
っ
て
欲
し
い
と

い
う
当
時
の
公
選
第
１
号
の

田
畑
練
馬
区
長
や
練
馬
区
議

会
の
要
望
も
受
け
Ｉ
Ｍ
Ａ
の

会
社
が
作
り
ま
し
た
。

Ｉ
Ｍ
Ａ
ホ
ー
ル
の
コ
ン
セ

プ
ト
は
地
元
江
古
田
に
あ
る

日
大
芸
術
学
部
、
武
蔵
野
音

大
の
先
生
と
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
関
係

者
で
の
委
員
会
で
作
り
、
運

営
は
元
帝
劇
支
配
人
で
森
繁

久
弥
の
屋
根
の
上
の
ヴ
ァ
イ

オ
リ
ン
弾
き
の
プ
ロ
デ
ュ
ー

サ
ー
だ
っ
た
故
大
河
内
豪
か

ら
指
導
を
受
け
ま
し
た
。
こ

う
し
て
Ｎ
Ｈ
Ｋ
テ
ク
ノ
ロ
ジ

ー
ズ
設
計
に
よ
る
音
響
可
変

装
置
の
あ
る
多
目
的
の
高
性

能
な
ホ
ー
ル
が
実
現
し
ま
し

た
。２

０
２
３
年
、
光
が
丘
に

移
住
し
６
年
に
な
り
ま
す
が
、

移
住
先
を
決
め
る
一
つ
の
要

素
に
Ｉ
Ｍ
Ａ
ホ
ー
ル
の
存
在

が
あ
り
ま
し
た
。
こ
こ
で
は

７
月
で
３
９
４
回
目
を
迎
え

た
「
い
ま
寄
席
」
以
外
の
音

楽
関
係
に
つ
い
て
触
れ
た
い

と
思
い
ま
す
。

こ
の
６
年
間
に
Ｉ
Ｍ
Ａ
ホ

ー
ル
に
通
っ
た
回
数
は
頂
い

た
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
で
整
理
す

る
と
ホ
ー
ル
の
リ
ニ
ュ
ー
ア

ル
で
の
閉
館
期
間
、
コ
ロ
ナ

禍
の
期
間
を
含
め
85
回
。
単

純
に
計
算
す
る
と
月
1.2
回
と

な
り
ま
す
。
そ
し
て
ミ
ュ
ー

ジ
カ
ル
８
回
、
オ
ペ
ラ
（
日

大
芸
術
学
部
）
１
回
以
外
の

79
回
が
コ
ン
サ
ー
ト
で
す
。

そ
の
内
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト
が

14
回
、
そ
れ
以
外
が
65
回
。

65
回
の
中
身
を
見
ま
す
と
、

Ｉ
Ｍ
Ａ
ホ
ー
ル
を
本
拠
地
と

す
る
光
が
丘
管
弦
楽
団
（
こ

れ
ま
で
55
回
定
期
演
奏
会

有
）
が
10
回
と
断
然
多
く
地

元
の
楽
団
の
ク
ラ
シ
ッ
ク
演

奏
会
を
毎
回
何
と
な
く
『
ほ

っ
こ
ら
』
と
し
た
気
分
で
楽

し
ん
で
い
た
よ
う
な
気
が
し

ま
す
。
ま
た
、
東
京
管
弦
楽

倶
楽
部
が
６
回
、
近
く
の
北

町
に
あ
る
陸
上
自
衛
隊
音
楽

隊
の
演
奏
会
も
６
回
と
馴
染

み
深
く
な
り
ま
し
た
。
他
に

は
早
大
、
上
智
大
等
や
田
柄

中
の
発
表
会
、
光
が
丘
地
域

の
音
楽
交
流
会
の
オ
リ
パ
ラ

発
表
会
等
が
強
く
印
象
に
残

っ
て
い
ま
す
。

２
０
２
０
年
Ｉ
Ｍ
Ａ
中
央

館
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
に
伴
い

入
口
の
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
ホ
ー

ル
に
隣
接
し
て
Ｉ
Ｍ
Ａ
フ
ー

ド
コ
ー
ト
が
作
ら
れ
ま
し
た
。

こ
れ
を
見
て
以
前
訪
れ
た
あ

の
高
名
な
プ
ラ
ハ
（
チ
ェ
コ
）

の
ス
メ
タ
ナ
ホ
ー
ル
を
思
い

出
し
ま
し
た
。
こ
の
入
口
左

に
あ
る
レ
ス
ト
ラ
ン
は
音
楽

会
の
ビ
フ
ォ
ー
、
ア
フ
タ
ー

に
観
客
が
コ
ン
サ
ー
ト
の
余

韻
を
楽
し
む
場
と
し
て
活
用

さ
れ
て
い
ま
し
た
。
Ｉ
Ｍ
Ａ

フ
ー
ド
コ
ー
ト
も
同
じ
よ
う

に
と
、
更
に
全
館
へ
も
と
期

待
し
て
い
ま
す
。

コ
ロ
ナ
禍
で
主
催
者
（
演

奏
者
）
と
観
客
の
関
係
も
大

き
く
変
わ
り
ま
し
た
。
開
催

の
通
知
や
ア
ン
ケ
ー
ト
等
は

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
方
式
が
主

流
と
な
り
双
方
メ
ー
ル
等
で

キ
ャ
ッ
チ
ボ
ー
ル
が
出
来
、

情
報
交
換
を
す
る
機
会
が
増

え
ま
し
た
。

 

ゆ
り
北
新
役
員

日
本
都
市
計
画
家
協
会
会
員
　

井
上

十
三
男

ほ
っ
こ
ら

Ｉ
Ｍ
Ａ
ホ
ー
ル

認
知
症
と
は



29
日
、
11
時
オ
ー
プ
ン
と

共
に
長
蛇
の
列
が
北
の
大
地

「
お
野
菜
詰
め
放
題
」
に
挑
戦

し
た
。
テ
レ
ビ
ニ
ュ
ー
ス
で

見
馴
れ
た
光
景
が
、
こ
こ
光

が
丘
で
も
繰
り
広
げ
ら
れ
、

真
夏
の
新
イ
ベ
ン
ト
と
な
り

う
る
か
…
翌
30
日
も
開
か
れ

た
。参

加
し
た
人
々
は
静
か
に

行
動
し
、
魚
力
で
「
サ
ワ
ガ

ニ
」
プ
レ
ゼ

ン
ト
に
足
を

運
び
、
先
着

50
名
に
は

い
れ
る
よ
う

に
急
い
だ
り

も
し
た
。

30
日
、
土
曜
丑
の
日
で
前

日
と
遜
色
な
く
「
う
な
ぎ
の

特
設
販
売
」
で
ハ
リ
キ
ル
魚

力
ス
タ
ッ
フ
が
魚
屋
さ
ん
ら

し
さ
を
見
せ
て
い
た
。

両
日
と
も
先
着
１
０
０
名

に
「
ア
イ
ス
キ
ャ
ン
デ
ー
」

プ
レ
ゼ
ン
ト
も
あ
っ
た
が
、

イ
マ
オ
シ
マ
ル
シ
ェ
会
場
内

に
あ
る
店
舗
で
当
日
税
込
１

０
０
０
円
以
上
の
お
買
い
上

げ
レ
シ
ー
ト
を
提
示
す
る
と

ア
イ
ス
キ
ャ
ン
デ
ー
が
１
本

も
ら
え
た
。
レ
シ
ー
ト
は
複

数
店
舗
の
合
算
で
も
よ
く
会

場
内
の
Ｋ
Ｉ
Ｎ
Ｏ
Ｋ
Ｕ
Ｎ
Ｉ

Ｙ
Ａ
ブ
ー
ス
で
行
わ
れ
た
。

蕎
麦
処
い
な
た
や
で
は
す

ぐ
に
食
べ
ら
れ
る
カ
ッ
プ
入

り
も
あ
り
、
耳
目
を
集
め
た

り
、
デ
リ
フ
ラ
ン
ス
の
あ
ま

あ
い
香
り
は
、
マ
ル
シ
ェ
を

盛
り
上
げ
て
い
た
。

練
馬
区
の
教
員
と
な
り
、

13
年
目
に
な
り
ま
す
。
毎

年
何
度
も
生
徒
を
引
率
し

て
、
光
が
丘
公
園
に
来
て

お
り
ま
し
た
。
正
確
に
は

公
園
内
の
光
が
丘
体
育
館

に
て
、
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
の

試
合
を
行
う
た
め
の
引
率

で
し
た
。
光
が
丘
体
育
館

は
と
て
も
立
派
な
体
育
館

で
、
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
コ
ー

ト
を
８
面
作
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
近
隣
に
は
な
い

と
て
も
恵
ま
れ
た
場
所
で

公
式
戦
を
行
う
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

実
は
、
光
が
丘
公
園
に

来
る
度
に
毎
回
必
ず
気
に

な
っ
て
い
る
施
設
が
あ
り

ま
し
た
。
弓
道
場
で
す
。

弓
道
場
は
、
な
か
な
か
お

目
に
か
か
れ
ま
せ
ん
。
私

が
目
に
で
き
る
の
は
、
こ

こ
と
妻
の
実
家
で
あ
る
香

川
県
の
白
鳥
神
社
の
境
内

の
み
で
す
。

弓
道
場
を
見
る
と
、
弓

道
部
員
と
し
て
熱
く
過
ご

し
た
大
学
４
年
間
を
思
い

出
す
の
で
す
。

弓
道
と
は
和
弓
で
す
。

ア
ー
チ
ェ
リ
ー
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
ち
ょ
う
ど
今
か

ら
30
年
前
（
月
日
が
経
つ

の
は
早
い
！
）、
１
年
生
で

あ
っ
た
私
は
弓
を
引
い
て

い
る
姿
を
見
て
み
た
い
と

思
い
、
校
内
の
弓
道
場
を

訪
ね
た
の
で
し
た
。
た
ち

ま
ち
弓
道
の
魅
力
に
取
り

つ
か
れ
た
私
は
、
来
る
日

も
来
る
日
も
弓
道
場
に
通

い
、
弓
を
引
き
続
け
ま
し

た
。
朝
起
き
れ
ば
弓
を
引

き
、
大
学
の
授
業
を
受
け
、

夜
遅
く
ま
で
弓
を
引
く
。

と
い
う
生
活
が
長
く
続
き

ま
し
た
。
弓
を
引
く
こ
と

が
生
活
の
一
部
に
な
っ
て

い
ま
し
た
。
日
常
生
活
で

は
あ
ま
り
使
用
し
な
い
筋

肉
を
使
う
の
で
、
毎
日
練

習
し
な
い
と
上
達
し
な
い

ど
こ
ろ
か
下
手
に
な
る
。

と
当
時
の
先
輩
に
言
わ
れ

た
も
の
で
す
。
こ
れ
は
誰

も
が
実
感
で
き
る
こ
と
で
、

弓
を
引
か
な
く
な
り
20
年

以
上
経
っ
た
今
で
は
、
全

く
引
け
な
く
な
っ
て
い
る

こ
と
で
し
ょ
う
。
し
か
し
、

あ
れ
だ
け
続
け
ら
れ
た
弓

道
の
魅
力
と
は
何
な
の
で

し
ょ
う
。

ア
ー
チ
ェ
リ
ー
は
矢
を

的
に
当
て
る
た
め
、（
詳
し

く
は
知
り
ま
せ
ん
が
）
弓

な
ど
に
様
々
な
工
夫
が
施

さ
れ
て
い
ま
す
。
和
弓
は
、

道
具
に
人
間
が
合
わ
せ
る

印
象
が
あ
り
ま
す
。
矢
を

つ
が
え
る
と
弓
の
太
さ
の

分
、
矢
は
中
心
か
ら
右
を

向
き
ま
す
。
た
だ
弦
（
つ

る
）
を
引
っ
張
っ
て
放
す

と
矢
は
と
ん
で
も
な
く
右

に
飛
び
ま
す
。
ま
っ
す
ぐ

飛
ば
す
に
は
技
術
が
必
要

で
す
。
こ
の
よ
う
に
道
具

が
シ
ン
プ
ル
で
あ
る
こ
と
。

集
中
し
て
弓
を
引
い
て
い

る
と
き
は
、
頭
の
中
が
自

分
と
的
の
み
と
な
り
、
心

地
よ
い
没
頭
感
が
得
ら
れ

る
こ
と
。
ま
た
、
柔
道
や

剣
道
や
茶
道
な
ど
と
同
様

に
「
道
」
の
付
く
競
技
で

あ
る
た
め
、
弓
を
引
く
た

め
の
動
作
や
矢
を
放
っ
た

後
の
残
心
な
ど
、
一
連
の

所
作
が
大
切
で
あ
る
と
い

う
こ
と
な
ど
が
魅
力
な
の

で
し
ょ
う
か
。

始
め
る
の
に
何
か
と
敷

居
の
高
い
弓
道
で
は
あ
り

ま
す
が
、
光
が
丘
公
園
の

近
く
に
お
住
い
・
お
勤
め

の
皆
さ
ん
、
弓
道
を
始
め

て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ

う
か
。

１
９
７
３
年
　
大
阪
府

生
ま
れ
　
板
橋
区
在
住

-691-

光
が
丘
第
一
中

学
校
副
校
長

弓
道
の
す
す
め

山
下
　
昌
孝

１
９
８
７
（
昭
和
62
）
年
４
月
24
日
、
地
元
住
民
ら
の
大
き
な
期
待
を
背

負
っ
て
「
光
が
丘
Ｉ
Ｍ
Ａ
」
が
オ
ー
プ
ン
し
た
。
当
時
の
入
居
数
は
９
１
７
８
、

２
０
２
０
（
令
和
２
）
年
に
は
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
工
事
を
経
て
10
月
新
オ
ー
プ
ン

し
た
。
コ
ロ
ナ
の
時
代
を
ぬ
け
つ
つ
あ
る
今
年
、
５
月
に
続
い
て
、
７
月
29
・

30
日
に
第
２
回
『
イ
マ
オ
シ
マ
ル
シ
ェ
』
を
１
階
光
の
広
場
で
開
催
し
た
。

光が丘I M A の新名物

に多数の人々が訪れた。


